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はじめに

現在､内祝東宝でおこなわれる検査には､咽頭･気管･肛門を通るそれぞれの直連鎖.フ7イ

バースコ｢了によるものがあります｡フ7イバースコープ類o)先端部は､拙作により各艦内で2

-4方向に増曲でき､必要に応じて通水可能なものが政用されており､挿入後病変部発見までは

いろいろに操作され､刺戟により咽頭を通るものでは､胃液､出汁等の逆流､唾液の流出により

検査体位が､左側臥位をとるため店者の左改面及び左肩を汚染し易く､肛門を通るものでは残屑

琵腸液や位の流出､薬品等により衣服を汚染し易く検査時間も長いため､感染防止､ならびに虐

者さんが冷えない様に､又正門部からの検査という墓恥心を取除くためにも､どのようにしたち

ょいか考えた上､それぞれ被鐙できるものを作り使用してみました結果を報告しますO

工夫Ⅰ 検査用肩浸い

材料 既製の洗髪用どこtJL,筑 (ウルトラクロース､マジック付き)

左側になる部分と下端をカットしました.これは左側臥位の場合､放血に霞がかぶきってこな

い様にするためであり､又長すぎても使用しにくいO検査台より多少垂れ下がる程度にカットし

ました｡空白部のマジック止め具は2ヶ所についているため頚部の太い腐乱 細い虐者でも調節で

きます｡

使用方法 店者を扱査台に上げ仰臥位で腹式呼吸の練習後 落着いたところで今度は左側臥位を

とります｡介助し乍ら説明し扇蟹をつけます｡層者の肩及び枕､検査台上部全体を習う様にして

垂れ下らせ､次にティシュペーパー2､5枚を左顔面に当てます｡唾液等の少々の流出ではペー

パーが吸いとりほとんど汚れません｡汚れた密はその都度放替え水洗して乾燥し再使用します｡

結果 礎は政用的放してより約2年になりますが､鼓初から佼用しているものでも多少色が変っ

たり頭部止め具のほつれがあった程皮で､補修して充分偵用でき店者衣服の汚染は100%防止

できる様になりました｡

工夫Ⅱ 検査用ズボン (スライド)①

材料 厚手の白木綿--洗濯に舶えられるもの｡

手術用スホンL塾の大きさで､腰上後部の志乱､目を上は10ぐ.･n下は5mとし､中央を闘けてほ

つれない畳しっかりと縫ってあります｡

放用方法 Bj者の下ばきをぬいでいたゞき､ズボンにはき替えますO特に初めての方は何をされ
るかと不安が強いので介助しながら説明します.股部のひもはゆるめにしはります｡(スライド)㊨

結果 検査中の体位転換も楽におこなえる様になり保温にもなり､届者の墓恥心も除去されたと

憩われます｡L塾にしたのは肥満型の盛者でもはば脚 こ合うためであります｡汚染されたものは
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検 査 用 ズ ポ ソ
スライ ド(ラ

大腸ファイバー検査体位と平均所要時間

汐--蛋 ○醜 スライド㊤

A 挿入障 B 検査中

10分～

逆の字のルーブをつく9
下行結腸へ

1

20分～

先端を横行結FJT]-かける様
にしてループをとく

2

30分･～

先端は盲腸まで入る

3

テレビ宝で所要時間40分～1時間30分位(透視時間30分～l喝問 )
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薬液(5-5%クレゾール液)につけたのち水洗しク11-ニングに出しまlo

おわりに

肩覆故用長納ま､流出攻を止めるためティシュペーパーは一人の使者に一箱以上も使用したり､

又背部までまわることもあり､シャツをもみ洗して乾燥してあげたりあと始末に も時間をとられ

ましたO又ズボンは最初足袋を使用しゴムシーツと腎部の間に布を当てたりしましたが､腰部･

陰部を覆えないため長時胤の検査に対して冷えたり､精神的にも膨皆が惑いと思い考えました｡

周者数も増加し汚染を最小限にすることが先になり肩零や､ズボン使用前のはっきりした調査

ができなかったこと等不手際がありましたが､虐者に対しては苦しい検査の上に多少なりとも衣

服が汚染されるという不快感を取除くことができたこと､日籍業務の中で汚染の後始末がやり易

く簡単になったこと等､大きな役割を果しているものと思われ､ティシュペーパーやアトム内診

シーツ等材料の政用が半減したこと等節約にもなりました｡尚板査については充分注意していて

もショック等予測も考えて更衣しておけば緊急の処掛 こも手ぎわよく介助できます｡日頃どんな

小さな事でも目を向けて考え､業勝をおこなう事の大切さを感じました｡膚者が安心して検査を

うけられる様小さな工夫を発表しました｡
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